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損益損益計算書計算書 –– 前年度比前年度比

（単位：百万円） 2006年 2005年
A % B % (A-B) %

売上高 34,423 100.0 23,062 100.0 11,361 49.3

　売上原価 (35,705) -103.7 (33,021) -143.2 (2,685) 8.1

売上総損失 (1,282) -3.7 (9,958) -43.2 8,676 -

　販売費及び一般管理費 (1,875) -5.4 (1,555) -6.7 (320) 20.6

営業損失 (3,157) -9.2 (11,513) -49.9 8,356 -

経常損失 (3,595) -10.4 (12,150) -52.7 8,555 -

税引前当期純損失 (2,905) -8.4 (12,548) -54.4 9,642 -

当期純損失 (2,910) -8.5 (12,553) -54.4 9,642 -

差



20062006年年四半期毎四半期毎 損益計算書損益計算書

（単位：百万円）

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 通期実績 %
売上高 7,952 8,567 9,364 8,540 34,423 100.0

　売上原価 (9,080) (9,301) (9,202) (8,123) (35,705) -103.7

売上総利益（損失） (1,128) (734) 162 417 (1,282) -3.7

　販売費及び一般管理費 (485) (503) (495) (392) (1,875) -5.4

営業利益（損失） (1,613) (1,237) (333) 25 (3,157) -9.2

経常損失 (2,055) (1,180) (282) (79) (3,595) -10.4

税引前当期純利益（損失） (2,030) (924) 14 34 (2,905) -8.4

当期純利益（損失） (2,030) (926) 14 31 (2,910) -8.5



貸借対照表貸借対照表

（単位：百万円）

2006年 2006年
12月31日 ％ 9月30日 ％

現預金 20,919 27 29,926 37

有形固定資産 32,834 43 27,499 34

資産合計 76,762 100 80,906 100

流動負債 13,452 18 14,752 18

固定負債 17,468 23 20,316 25

純資産 45,842 60 45,838 57



テクノロジー別テクノロジー別売上高構成比売上高構成比
（単位：百万円）

注： 数値は売上比率
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デバイスタイプ別売上高構成比デバイスタイプ別売上高構成比
（単位：百万円）

注: 数値は売上比率

93 97 67 68 67 63 70

2
7

5
7 6

2

4
1

26
27

26
31 28

3

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

Q1/05 Q2/05 Q3/05 Q4/05 Q1/06 Q2/06 Q3/06 Q4/06

Outsourcing

メモリ

ロジック

58

6

36



顧客タイプ別顧客タイプ別売上高構成比売上高構成比
（単位：百万円）

注： 数値は売上比率

** IDM/Fdry Techとは、同じテクノロジーノード上に異なったプロセスを持っているIDMがFoundry技術を使用することです。
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アプリケーション別売上高構成比アプリケーション別売上高構成比
（単位：百万円）

注： 数値は売上比率
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地域別売上高構成比地域別売上高構成比
（単位：百万円）

注： 数値は売上比率
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20062006年第年第44四半期のレビュー四半期のレビュー

�売上高： 2006年第3四半期より約7~10%減**
---売上高は2006年第3四半期より8.8%減

�ASP 　： 2006年第3四半期と同水準**
--- ASPは2006年第3四半期より1%増

�稼働率：約88%**
---稼働率は86%

**「2006年第3四半期業績報告」の2006年第4四半期ガイダンス資料より



2007年
業績見通し

20072007年年
業績見通し業績見通し



20072007年第年第11四半期のガイダンス四半期のガイダンス

�売上高：2006年第4四半期より約12~15%減

�ASP 　：2006年第4四半期と同水準

�稼働率：約67%



20072007年年予想損益計算書予想損益計算書

（単位：百万円）

上期予想 % 下期予想 % 通期予想 %

売上高 14,165 100.0 20,259 100.0 34,424 100.0

　売上原価 (15,250) -107.7 (18,182) -89.7 (33,432) -97.1

売上総利益（損失） (1,084) -7.7 2,077 10.3 993 2.9

　販売費及び一般管理費 (824) -5.8 (800) -3.9 (1,624) -4.7

営業利益（損失） (1,908) -13.5 1,277 6.3 (631) -1.8

経常利益（損失） (2,174) -15.4 1,408 7.0 (766) -2.2

税引前当期純利益（損失） (1,936) -13.7 1,408 7.0 (528) -1.5

当期純利益（損失） (1,938) -13.7 1,406 6.9 (533) -1.5



20072007年予想年予想損益計算書損益計算書 –– 0606年年実績比実績比

（単位：百万円） 2007年 2006年
予想 % 実績 % %

売上高 34,424 100.0 34,423 100.0 1 0.0

　売上原価 (33,432) -97.1 (35,705) -103.7 2,273 -6.4

売上総利益（損失） 993 2.9 (1,282) -3.7 2,275 -

　販売費及び一般管理費 (1,624) -4.7 (1,875) -5.4 252 -13.4

営業損失 (631) -1.8 (3,157) -9.2 2,526 -

経常損失 (766) -2.2 (3,595) -10.4 2,829 -

税引前当期純損失 (528) -1.5 (2,905) -8.4 2,378 -

当期純損失 (533) -1.5 (2,910) -8.5 2,378 -

差



基本方針と戦略基本方針と戦略

市場基盤と顧客ベース
の拡大

市場基盤と顧客ベース
の拡大

ASP（平均販売単価）
の向上

ASP（平均販売単価）
の向上

アウトソーシング事業
の強化

アウトソーシング事業
の強化

オペレーションコスト
の削減

オペレーションコスト
の削減

- 0.18umとそれ以降のビジネスに注力
-付加価値の高いプロセス開発の取り組み
-特徴のある技術開発の取り組み

- 0.18umとそれ以降のビジネスに注力
-付加価値の高いプロセス開発の取り組み
-特徴のある技術開発の取り組み

世界市場及び顧客基盤の拡大
(日本国内並びに海外を含む)
世界市場及び顧客基盤の拡大
(日本国内並びに海外を含む)

継続的なオペレーションコストの削減に注力継続的なオペレーションコストの削減に注力

UMC先端技術(0.13um/90nm/65nm) 
のアウトソーシングビジネスの強化

UMC先端技術(0.13um/90nm/65nm) 
のアウトソーシングビジネスの強化



注意事項

　業績及び将来の見通しは、当社が現時点で入手可能な情報と、合理的であると判断する一定
の前提に基づいており、実際の業績はさまざまな要因により、これら見通しとは大きく異なること
がありえます。
　実際の業績等への影響に与えうる重要な要因には、当社の事業領域を取り巻く日本及び海外
の経済情勢、当社製品・サービスに対する需要動向、為替・株式市場の動向などがあります。
　なお、業績に影響を与える要因はこれらに限定されるものではありません。



■Contact e-mail
umcj_ir@umcj.com

■URL
http://www.umcj.com


